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□
水
彩
畫
夏
期
講
習
會
は
、
遠
く
は
廣
島
新
潟
岩

手
德
島

よ
り
、
近
く
は
東
京
市
内
に
も
賛
成
者
有

之
候
間
、
別
紙
規
定
の
通
り
に
て
い
よ
い
よ
開
催

に
决
し
候
に
付
奮
て
御
入
會
有
之
度
候
。

□
會
期

三
週
間
の
眞
面
目
な
る
講
習
は
、
三
ケ
年

間
の
濁
習
に
優
る

べ
く
候
。
そ
は
我

々
が
水
彩
畫

講
習
所
に
於
け
る
五
ヶ
月
間

(
教
授
日
數

二
十
日

間
程
)
の
成
績

に
徴
し
て
明
か
な
る
事
實

に
御
座

候
。　
　
　
　
　
　
　

・

□
青
梅
に
於
け
る
宿
泊
所
等
は
本
會
に
於
て
差
支

な
き
や
う
取
計

ひ
置
可
申
候
。

□
入
會
の
諸
君
に
し
て
、
新
た
に
畫
用
具
を
求
め

ら
る
ゝ
方
は
、
特
約
店
文
房
堂

の
割
引
切
符
を
送

呈
可
致
候
間
、
入
會
の
際
郵
券
を
二
錢
添
え
ら
れ

た
く
候
。

□
本
會
の
會
員
規
定
は
本
月
よ
り
實
行
の
筈
に
候

處、
最
早
數

名
の
申
込
有
之
候
。
そ
の
姓
名
は
次

號
に
掲
出
可
致
候
。

□
正
會
員
志
望
者
に
對
す
る
作
品
鑑
別
は
稍
嚴
重

な

る
べ
く
候
に
付
、
自
ら
危
ま
る
ゝ
諸
君
は

一
時

賛
助
會
員
と
な
り
て
修
養
を
積
ま
れ
、
後
ち
正
會

員
に
轉
ぜ
ら
れ
ん
こ
とを
希
望
致
候
。

□
或
る
人

々
は
、
規
定
の
記
名
料
を
苦
痛

と
せ
ら

れ
て
免
除
を
要
求
致
さ
れ
候

へ
共
、
こ
は
本
會
に

特
別
の
功
勞

あ
る
人

々
に
限
り
候
事
故
濫
り
に
應

じ
兼
候
。

□
記
名
料
を
求
む
る
は
本
會
の
本
意
に
あ
ら
ず
、

會
員
を
制
限
す
べ
き
不
得
止
手
段
に
御
座
候
。
若

し
何
等

の
負
擔
な
く
し
て
入
會
を
許
す
と
せ
は
、

數
千
の
讀
者
は
皆
會
員
た
る
べ
く
、
か
く
す
れ
ば

到
底
規
定
の
如
き
便
宜
を
與
ふ
る
事
出
來
難
き
譯

と
相
成
可
申
候
。

□
作
品
を
出
さ
ゞ
る
月
は
棄
權

云
々
の
文
字
に
疑

を
抱

か
る
ゝ
人
有
之
候
が
、
右
は
其
月
分
を
翌
月

ま
と
め
て
送

つ
て
來
て
も
削
添
批
評
等
致
さ
ぬ
と

申
意
味
に
御
座
候
。

□
御
送
付

の
作
品
に
は
寫
生
の
月
H
時
間
等
御
明

記
あ
り
度
候
。

□
本
號
は
飛
騨
の
旅

に
て
全
誌
を
埋
め
餘
白
無
之

候
に
付
、
競
技
會

一
等
の
寫
眞
版
は
次
號
に
出
す

べ
く
候
。

□
飛
騨
の
旅
の
續
稿
は
九
月
の
號

に
登
載
可
致
、

記
事
は
益
々
佳
境
に
入
る
べ
く
候
。

.

□
三
宅
克
己
氏
の

利
根
川

廻
り
と
申

面
白
き

紀

行
、
簡
潔
な
る

挿
繪

と
共
に

次
號

に

掲
載

可
致

候
。
御
約
束

の
ス
ケ
ツ
チ
雜
感
は
そ
の
内
御
寄
稿

あ
る
筈

に
御
座
候
。

□
猶
次
號
に
は
石
川
欽

一
郎
氏
の
滿
洲
所
見
の
ス

ケ
ッ

チ
、
石
版
畫

と
し
て
出
す
べ
く
候
。

□
鎌
倉
雪
の
下
な
る
大
橋
正
堯

氏
は
、
熱

心
な
る

水
彩
畫
家
と
し

て
大
平
洋
畫
會
中
屈
指
の
人
に
候

が
、
今
回
水
彩
畫
普
及

の

一
手
段
と
し
て
、
地
方

有
志
の
た
め
に
通
信
講
習
會
を
開
か
れ
候
。
方
法

も
簡
便
な
れ
ば
初
學
者
に
は
益
多
か
る
べ
し
と
存

候
。

□
十

軒
店
の
水
彩
畫
講
習
所
に
於
て
は
、
去
月
第

二
日
曜
日
午
後
よ
り
第

一
回
の
懇
親
會
を
開
き
申

候
。
成
績
品
の
展
覽

、
繪

ハ
ガ
キ
交
換
、
奇
警
な

る
福
引
、
有
志
の
詩
吟
、
手
品
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

の

演
奏
な
ど
あ
り
て
各
愉
快
に
半
日
を
無
邪
氣
に
遊

び
暮
し
申
候
。
因
に

各
生
徒
の

成

績
品
を

見
る

に
、
開
講
半
歳
に
滿
た
ぬ
短
日
月
な
る
に
不
拘
驚

く
べ
き
進
歩
あ
り
し
は
、
常

に
極
め
て
眞
面
目
に

熱
心
に
勉
強
さ
る

ゝ
結
果
な
る
べ
く
候

へ
ど
も
、

又

一
に
は
規
則
立
ち
し
教
育
を
受
け
し
爲
な
る
べ

し

と
存
候
。

□
猶
講
習
生
の
内

に
は

、
途
中
汽
車
の
便
を
か
り

て
す
ら
八
時

の
開
講
を
五
時
半
に
家
を
出
ね

ば
な

ら
ぬ
と
申
遠
方
よ
り
來
ら
る

ゝ
人
も
有
之
、
又
毎

日
學
校
に
通
は
れ
て
餘
暇
乏
し
き
に
不
拘
、
登
校

前
又
は
放
校
後
に
寫

生
せ
し

風
景

静
物
畫

の
類

を
毎
週
必
ず
二
三
赦
以
上
持
來
る
人
々
も
少
な
か

ら
ぬ
に
は
深
く
感

心
致
候
。

□
陸
前
海
老
名
氏

へ
、
靜
物
は
床

の
色

と
器
物
の

色

と
似
よ
り
た
る
は
あ
し
く
、
又
物

の
取
合
せ
も

今

一
工
風
あ
り
た
く
候
。
湖
畔

は
無
難
の
作
。

□
宇
都
宮
石
田
氏

へ
、
小
品
と
し
て
は
申
分
な
き

作
と
存
候
、
屋
根
裏
の
暗

さ
と
室
内
の
暗
さ
と
は

區
別
あ
り
た
く
候
。

□
秋
田
高
橋
氏

へ
、御
作
は
輕
妙
と
賞
す
べ

し
、た

ゞ
研
究

の
跡
な
き
を
惜
し
み
申
候
。


